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命を愛おしみ感謝して  

―「食農育」の取り組みを中心に― 

 

１．「命をいただきます」 
食は人間が生きる上で欠くことのできないものです。私たちの祖先は、大地に根ざし、

食物を慈しみ育て、その大地の恵みを感謝していただいてきました。旬の食材を使った

伝統の行事食や、郷土の料理など、豊かな食文化を育て伝承してきました。しかし、近

年、食を取り巻く環境は大きく変化してしまいました。 
朝ごはんを抜く、子どもがひとりで食事をする、偏食や食べ物を平気で残す、肥満や

不健康な痩せ方、味の濃いベビーフード・ファストフード・レトルト食品の多用による

味覚異常が増えてきています。添加物・農薬等はアトピーや癌の原因と言われています。

果物や野菜、魚等がどのように育ちどんな形をしているのかを知らない、お店に行けば

いつでも何でも揃っているので旬が分かりません。また、季節の行事食や郷土料理を知

らないなど、問題をあげるときりがありません。 
 この機会に、私たちが食べ物の命をいただいて日々生かされているということを、原

点に帰って、もう一度皆さんとご一緒に確認できれば幸いです。 
 

２．子どもの命を守り育む給食 

（１）安全な食材と調理 

発寒ひかり保育園には、大きな畑（約７８０㎡＝２３６坪）があります。長年、有機

肥料（給食の残滓も一部使用）で土作りをし、化学肥料や除草剤・農薬を一切使わずに

野菜を育て、給食の食材や子どもたちのクッキングの食材にしています。特にじゃが芋

は、翌年の春まで給食の食材として使える程採れます。 

また、有害な添加物や農薬を沢山使用したものは使っていません（ハム・ソーセージ・

ベーコンやバナナ・グレープフルーツなど）。その他、業者・農家の方々の協力を得て、

無添加の調味料や安全な食材、無農薬のお米・果物を納めていただいています。 

調理では、化学調味料は使用せず、煮干し、昆布、かつおのだしをしっかりとるなど

して薄味でもおいしく、素材そのものの味が分かるように工夫しています。味覚の発達

段階にある子どもたちに本物の味を知ってもらうと共に、将来の生活習慣病予防に少し

でも役立つことができればと思っています。また、毎日のおやつは、出来る限り手作り

のものを心掛けています。 

 

（２）「食農育」の意味と計画 
人間も他の動植物と同じ生き物です。それらは大地（山・川・海を含む地球の自然）

から生まれ、大地に根ざして生き、命のバトンをリレーして最後は大地に還る存在です。 
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そして「農」とは、その大地に接し、人の命の糧としての生き物を育てることです。 
農作業は、私たちに様々なことを教えてくれます。例えば、野菜の小さな種そのものの

中に、自ら成長する力が宿っています。私たち人間は、命が芽生え育っていくのを見守

りつつ、成長の手伝いをするだけに過ぎません。しかし、実りには順序と時があります。

その時々に適切に世話をしなければ、健やかに成長することはできません。これは、ま

るで子育てのようです。愛情をかければかける程その作物が愛しくなり、収穫の喜びも

大きくなります。このように当園では、子どもたちが身をもって「農」を体験している

ことから、食育に「農」を加えて、「食農育」と呼んでいます。 
本物の味を苦労して育てたからこそ、食べ物に感謝し、大切に味わって食べることが

できます。また、自ら収穫したものを自分たちの手で料理することで、また特別な喜び

と、作ってくれる人に感謝する気持ちも芽生えるのではないでしょうか。 
私たち日本人は、新鮮な旬の素材の味を活かし、栄養のバランスも良く、見た目にも

美しい日本独特の食文化を築いてきました。そのような料理を、子どもたちがクッキン

グで体験することによって、将来日本の食文化を受け継ぐ人になってくれるのではない

かと思っています。 
当園の「食農育計画」では、次の４つの目標の下に、ねらい・行事・保育・給食・家

庭との連携の項目で年間計画を立てています（資料 P１参照）。 
 ①生命の不思議さや素晴らしさを実感する 
②食べ物に興味・関心を持ち、豊かな心を育てる 

 ③食べ物を感謝していただき、健康な体をつくる 
 ④料理の楽しさ、食べる喜び、食の大切さがわかる 
 
（３）保護者、全職員の理解・連携 

春のいも植えや秋の収穫感謝祭には、保護者の参加を呼びかけ、沢山の方がお手伝い

に来て下さいます。その他、薄味の大切さや手作りおやつのおいしさを伝えられるよう

に、春と秋の懇談会にて、試食会を設けています（春は汁物の試食、秋は簡単にできる

子どもが喜ぶおやつ）。後日、沢山の感想の言葉をいただいています。その中には、「子

どものために今一度味付けを考えてみなくては」というものや、「早速家で子どもと作

ってみました」などというものがあり、食生活について見直していただくきっかけにな

っているのではないかと思います。 
その他、献立表や給食だより等で添加物の恐ろしさや、朝食の大切さなどもお伝えし

ています。また、保護者の要望に応え、レシピを作成して玄関に置いたり、人気メニュ

ーランキングを貼り出したりしています。保護者からの質問には、その都度丁寧にお答

えしています。 
「食農育」には、栄養士だけではなく、保育士、調理員、用務員等の全職員が一体と

なって取り組んでいます。 
３．「食農育」の取り組み 
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（１）センス・オブ・ワンダー 
 レイチェル・カーソンは、「子どもたちへの一番大切な贈り物は、美しいもの、未知な

もの、神秘的なものに目を見張る感性（センス・オブ・ワンダー）です。」と述べています。

カーソンは、農薬や科学物質による環境危機をはじめて世界に警告した科学者です。当園

では、開園以来このような精神で「食農育」に取り組んでいます。 
 子どもたちは、毎年春になるとクラスごとに、今年はどんな野菜を育てるかを話し合い

ます。そして種を蒔き、苗を植えて、命が芽生え育っていく様子を、毎日みんなで驚き、

感動し、喜び合いながら観察し、その小さな命を愛情を持って育てています。最初は野菜

嫌いだった子も、年長ともなると野菜が大好きになります。 
 ピーマンは、子どもが苦手な野菜の代表の一つです。8 月には、年長が自分たちで育てた

ピーマンを使い、ピーマンの肉詰めクッキングをしました。その時、実はピーマンが苦手

な子が 5 名ほどいました。しかし、全員がペロリと平らげ、おかわりまでしました。その

美味しさにすっかり虜になり、お家に帰ってお母さんと一緒に作った子も沢山いたほどで

した。 
 今年、年長・年中が育てたピーマンは大豊作で、その後も給食の中でかきあげやたまご

焼きの具として登場しました。自分たちで育てた野菜を全園児に食べてもらうことはなか

なかできない経験です。みんなに「おいしい！」「たくさん採れたんだね！」と言われ、と

ても誇らしげでした。 
 給食のおやつ用に育てているとうもろこしと枝豆も、全て子どもたちで収穫して、栄養

士に手渡し、すぐ茹でてもらいます。「あまーい！」と子どもたちに大人気です。 
 子どもたちの愛情をたっぷりと受けて育った採れたての有機野菜は、形は悪くても味は

格別で、それはまさに「本物の味」です。子どもたちには、旬のそして本物の味の美味し

さを味わう経験を沢山してもらいたいと思っています。 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

「見て！ツヤツヤだよ！」         ピーマンの肉詰めクッキング 
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【子どもたちや園で育てている作物】 
・ じゃが芋・さつま芋・とうもろこし・枝豆・ミニトマト・にんじん・かぼちゃ・大根 
・ ピーマン・なす・ラディッシュ・トマト・きゅうり・ズッキーニ・ほうれん草・すいか 
・ ぶどう・プルーン・栗など 
今年は、初めてファミリー（異年齢の小グループ、幼児では 2 歳後半～5 歳までの 15 人

前後）でメロンづくりに挑戦しました。 
 
【クッキングのメニュー】 
◎ 伝統食・郷土料理等 
・みそ・大根のみそ汁・じゃが芋のすいとん汁・かぼちゃのすいとん汁・豚汁・さつま

芋ご飯・のり巻き・漬け物・おでん・お好み焼き・ほうれん草のごま和え・よもぎ団子・

お月見団子・ずんだ団子・かぼちゃ団子・焼き芋（戸外で）など 
◎その他 
・カレー・シチュー・ピザ・ライスピザ・ハンバーグ・豆腐ハンバーグ・ピーマンの肉

詰め・ピーマンのじゃこ炒め・かぼちゃコロッケ・さつま芋のオレンジ煮・ポテトサラ

ダ・コーンスープ・にんじんホットケーキ・スイートパンプキン・トマトジャム・りん

ごゼリー・オレンジゼリー・トマトゼリー・ババロア・かぼちゃプリン・いちごプリン

など 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
    継続的な関わり（雑草抜き）        「そーっと抜こうね」   
  
（２）いも植えと収穫感謝祭  
春にみんなでいもを植え、秋にはいもを掘って料理し、その命に感謝してみんなでいた

だく「収穫感謝祭」をしています。平日ですが沢山の保護者の方に参加していただいてい

ます。料理も「すっごくおいしかったです。」と好評です。 
いも植えのときには「切った方が下にくるんだよね」、「沢山おいもが成りますように」

と豊作を願います。そして秋･･･土の中からゴロゴロと顔を出すじゃがいもに「あ！ここに

もあった！」「でこぼこだけどおっきい！」「ミッキーみたい！」「赤ちゃんいもだよ！」と 
子どもたちは大興奮でした。採れたてのじゃがいもは給食で豚汁、じゃがバターにして保
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護者の皆さんと一緒にその日に味わいます。収穫したいもは、春まで給食での大切な食材

として使用します。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
「カレーに入れたらおいしいんだよね」     「大きいのが採れたでしょ！」 
 
（３）野菜・果物バイキング 
 ９月に、園で収穫した野菜や果物をたっぷりと使い、ホールにてみんなでバイキングを

楽しみます。今年のメニューは次の通りです。 
【メニュー】 
・トマトのミートパスタ 
・チャーハン（とうもろこし入り） 
・ジャム３種（プルーン・かぼちゃ・にんじん） 
・はんぺん揚げ（枝豆入り） 
・じゃがいものカレーグラタン 
・鶏肉のコーンフレーク揚げ 
・きゅうりの昆布漬け 
・ぶどうのゼリー 
 

 
「全部おいしそうだなー」 

                          
 
 
 
 
沢山並んだ旬のおいしさたっぷりのメニュー 
 
 

「みんなで食べるとおいしいね！」 
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（４）命の講座とひかり鍋  
10 月には、ひかり鍋パーティーがあります。その前に、発寒川に遡上してきている鮭を

見に行きます。力強く泳ぐ鮭や、川の隅で死んでいる鮭を目の当たりにします。そこで行

なわれる「命の講座」では、子どもたちに次のことを伝えています。 
・ 鮭は、赤ちゃん（卵）を産むために必ず自分の生まれた川に戻ってくる。 
・ 鮭は、自分の命と引き換えに赤ちゃん（卵）を産んだ後はその役目を終え死んでしまう。 
・ 私たちは、そんな大切な命を食べて生きている。ご飯を食べるときにいつも言っている

「いただきます」は、「命をいただきます」という意味である。 
子どもたちは、実際に泳ぐ鮭を前に真剣にその講座に耳を傾けます。 
すると自然に子どもたちから 「鮭だけじゃないよね！さんまもそうだ！」、「お肉だって

牛さんの命だよね」という声が聞かれました。子どもたちは、生命の神秘さや尊さ、命の

リレーなど自然の法則を肌で感じているのではないかと思っています。 
後日、鮭を使った「ひかり鍋（石狩鍋）」をみんなで作ります。ホールで頭付きの立派な

銀毛の鮭が、子どもたちの前でさばかれます。普段、鮭は切り身でしか見たことがない子

どもたちから「血が沢山出てるね」「太い骨もあるんだね」と驚きと発見の声が沢山聞かれ

ます。乳児は、はんぺんやこんにゃく・白菜・きのこを手でちぎり、幼児は上手に包丁を

使い、じゃが芋や人参、長ねぎなどを切ります。園で採れた大豆を使って子どもたちが作

った味噌を使用した年もあり、そのおいしさは最高でした。出来上がったひかり鍋は、ホ

ールで栄養士の説明（「いただきます」の意味やメニューについて）の後みんなで「命をい

ただきます」と唱和し、会食に入ります。主食は園で採れた栗を使った栗ご飯です。「あま

ーい！」「ほくほくしてる！」と大人気です。普段、食の細い子も「あー！おいしすぎる！」

と何杯もおかわりをするほどです。 
 
 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

 発寒川での「命の講座」           みんなの表情は真剣そのもの 
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（５）給食・用務・家庭との連携 

ａ. 給食・用務との連携 

【給食】 

① 保育におけるクッキングのマニュアル（安全管理マニュアル）の作成と周知。 

② 日常の畑の野菜の収穫を子どもたちと一緒に行い、採り方や皮の剥き方等を伝え

る。 

③ クッキングの際に、事前に食材や全体の流れ、配慮の必要な子等について打ち合

わせ・情報交換を密に行う。 

④ 栄養士から子どもたちに紙芝居等を使い、食材や栄養素などについて伝え、必要

に応じて一緒にクッキングに参加する。 

 

〈行事の場合：上記①～③に加え〉 

⑤ 栄養士は行事担当保育士と一緒に計画を立てる（ねらい等の確認）。 

⑥ 参加される保護者の給食の打ち合わせを行う。 

⑦ 調理室が園の真ん中にあり、子どもたちが大きな窓（引き戸は下までガラス）か

ら調理作業を見られるようになっている。 

 

子どもたちは、給食を作ってくれる栄養士・調理員のことが大好きです。給食の配膳

時に汁物をよそいに来てくれる栄養士・調理員に「大盛りください」「今日はてんこ盛

りにする！」と元気にリクエストをする声が沢山聞かれます。「さちえ先生、この野菜

にはどんな栄養が入ってるの？」と質問する姿もあり、なんでもすぐに答えてくれる栄

養士、調理員はまさに食べ物博士です。 
【用務】 
① 主に給食用の畑の管理 
② 行事のみんなの準備、子どもたち・保護者と一緒に作物の収穫、手伝い、後片付

けを行う。 
    みんなの大切な畑を守ってくれる用務員は「縁の下の力持ち」で子どもたちの人気者

です。 
b ．家庭との連携 

    いも植え・収穫感謝祭には保護者の方々が沢山参加して下さります。日々の畑やクッ

キングについても、口頭や連絡ノートにて共感や嬉しい励ましの言葉が多く寄せられて

います。次に保護者からの感想の一部をご紹介します。 
【収穫感謝祭】  

・「子どもたちは本当に楽しみにしていたのですね。いもを掘るのは私は初めてだったの

ですが、自然と向き合い土をさわるということは、まさに命とつながるとても良い実

践ですね。」 
・「おいもが沢山とれ、子どもたちも楽しそうでしたね！子どもたちは恵まれた環境の中
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で登園させていただいているとしみじみ感じました。」 
【クッキング（ピーマンの肉詰め）】 

・「うちの子はあんなにピーマンが苦手だったのに･･･。先生、うちではあれから５回も

肉詰めを作ったんですよ。」 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「大盛りください」「はい、どうぞ」       大好きなおじいちゃんと 
 
４．評価、反省、課題 
（１）評価 
  ａ．給食の食材について 
   ・子どもたちの健康・安全に充分配慮し、食材を吟味している。 

b．職員の変化 
① 畑に対する意識・責任感 
職員も実家に畑があったり、畑作業の経験がある者は、ごくわずかです。当園の経

験を通して「放っておいても育つものではない」ということ、計画の重要さを実感し

ました。改めて責任感を持つようになりました。また、子どもたちと沢山の自然に触

れることで、保育士自身も四季の美しさ、食べ物のおいしさ大切さを再認識しました。 
② 子どもの感性への共感 
子どもの一つひとつの小さな発見を、職員も一緒に共感していくことが、子どもの

感性を引き出すことにつながると改めて感じることができました。 
③ 保護者とのコミュニケーション 
日々の子どもたちの小さな発見の場面に立ち会うことで「これはぜひ伝えたい！」

と強く思うエピソードが増えました。また、前述のように保護者からも沢山の感想が

寄せられ関心の高さを知らされています。 
 

（２）反省 
① 給食用の畑への関心の薄れ 
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例：春にじゃがいもを植えた子どもたち。しかし、その後は自分たちの畑の世話が

中心で、じゃがいも畑への関心が薄くなってしまいました。収穫感謝祭の時に、じゃ

がいもの花の色を聞かれたところ、ほとんどの子が何色の花が咲いたか分からない状

態でした。その実態から、みんなで大切に植えたじゃがいもに、継続的に関心を持ち

関わる点での工夫が不足していたことを知らされました。 
② 勉強・工夫・連携の不足 
例：トマトの支柱が弱いため倒れたり、対策を工夫しないまま、食べ頃のトマト何

度もカラスに食べられたりしました。また、育ち過ぎた大きなきゅうりも。子どもた

ちは自分で育てた野菜が大きくなったことをを純粋に喜び、「やったー！こんなにおっ

きくなった！」と大喜びでした。しかし、その大きなきゅうりは大味で水っぽく、本

来のパリパリとした食感には程遠いものでした。これらは、勉強・工夫・職員間の連

携で、被害や失敗を最小限に抑えることができたのではないかと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「とうもろこしのひげ、ふさふさだね！」      育ちすぎたきゅうり 

 
（３）課題 

① 献立の研究 
    季節の行事食や郷土料理等を、更に献立に取り入れていきたいと思います。 

② 異年齢で取り組む工夫 
畑の活動は、今まで年齢別で行うことが中心で、クッキングも自然に年齢別が多く

なっていました。畑もクッキングも、生活の基盤であるファミリーで、もっと楽しみ

ながら食農育を伝承していく工夫があるのではないかと思います。 
③ 地域との交流 
地域開放などで子どもたちに、地域の郷土料理などを経験豊富な地域の方々に伝え

てもらい、一緒に食卓を囲むという企画を設けていきたいと思います。 
 

 
５．まとめ 
普段私たちが何気なく口にしている食べ物は、生命を宿した生き物であり、様々な人の
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努力によって私たちの命の糧になっています。当園の「食農育」における様々な経験を通

して、子どもたちがセンス・オブ・ワンダーを磨き、食の大切さ、食への感謝を忘れず、

貴重な食文化を、将来次の世代に引き継ぐ人になって欲しいと願っています。 
 このように、食べることは、子どもたちの身体の健康に必要であるとともに、心の栄養

にもなる大切な行為です。子どもたちを取り巻く「食」の環境が厳しくなってきている現

在、一人ひとりの子どもの今を支え、これから生涯の基礎を作るために保育園に課せられ

た役割は、年々大きくなってきています。 
 これからも、当園の保育方針の一つである「異年齢保育の実践を深め、自然環境やいの

ちと平和を愛する心を養い、食農育に取り組みます」をしっかりと位置づけ、日々丁寧に

取り組み、積み重ねていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


